
 

第 1 回 道の駅アリストぬまくま 再整備基本計画検討会議 

次第 
日時：2025 年（令和 7 年）7 月 31 日(木)  

10:00〜12:00 

場所：千年交流館 3F 大会議室     

 

１．開会 

２．自己紹介                 【資料１】 

３．報告事項 

 （１）これまでの取組について（基本構想）  【資料２】 

 （２）第 3 ステージ応援パッケージについて  【資料３】 

４．協議事項 

 （１）今後の進め方について         【資料４】 

 （２）その他                【資料５】 

５．【講演】「道の駅」について          【資料６】 

テーマ：「道の駅」30 年を振り返る 

講 師：中国「道の駅」連絡会 足立 司さん 

６．閉会 



道の駅アリストぬまくま再整備基本計画検討会議
区分 所属組織 役職名 名前

有識者 福井工業大学 工学部 教授 下川 勇

福山市立大学 都市経営学部 准教授 辻 紳一

株式会社インプリージョン 観光まちづくりプロデューサー 千葉 深香

中国「道の駅」連絡会 事務局⻑ 浜崎 宏幸

国 国土交通省 中国地方整備局 福山河川国道事務所 副所⻑ 杉原 義和

県 広島県 東部建設事務所 次⻑ 新谷 敏尚

市 福山市 参事（兼）経済環境局⻑ 中津 雅志

福山市 企画財政局参事 池田 圭次
道の駅駅⻑

（産直部会）
有限会社アリストぬまくま 代表取締役 ⻄迫 豪志

観光・体験部会 福山市観光コンベンション協会 専務理事 上田 英夫

地元 ぬまトーク 河野 真治

地元 ぬまトーク 佐藤 有香

オブザーバー 国土交通省中国地方整備局 道路部 交通対策課 課⻑ 伊藤 等

広島県 道路企画課 課⻑ ⻄川 貴則

福山市 建設局参与 ⻑津 義幸

福山市 地域拠点形成推進部参与 建内 宏一

福山市 ⽂化観光振興部⻑ 村上 美由紀 

福山市 南部地域担当部⻑ 髙田 幸恵

（第3ステージ応援パッケージより）

事務局 福山市 農林⽔産振興担当部⻑ 卜部 光央

福山市 農林⽔産課⻑ 林 茂晃

福山市 農林⽔産課 企画担当次⻑ 徳永 嘉則 

福山市 農林⽔産課 主事 ⻄田 昇
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道の駅アリストぬまくま 再整備基本構想・概要版

Confidential

１. 再整備の方向性 ２. コンセプト・ターゲット

３. 機能

４. 今後の予定

「南部地域の拠点」をめざす新たな道の駅のあり方を体現したコンセプト・ターゲットを設定します。
【コンセプト】

タイケン、ハッケン、極上ぬまくま
〜ひと(生産者・消費者)・もの(産業)・こと(体験)を育む福⼭市の南の⽞関⼝〜

【ターゲット】
⾜元需要︓南部地域から訪れる地元の利⽤者を指し、基本構想では道の駅から⾞で20分圏内

の利⽤者と定義します。
観光需要︓市外・県外も含む地元外の利⽤者を指し、基本構想では道の駅から⾞で20分圏外の

利⽤者と定義します。
➡ 再整備に際しては、⾜元需要の継続的な獲得に加えて、インバウンドも含めた「観光需要」の

獲得も重視していきます。

道の駅の基本的な機能(休憩機能/情報発信機能/地域連携機能)に加えて、独自の機能として
「地域振興機能」や「観光・体験機能」を付与し、地域と一体となった取り組みを実現していきます。
＊設置機能の最終決定及び具体化は「基本計画」内で⾏います。

2029年度(令和11年度)のリニューアルオープンをめざし、今後も再整備に向けた取り組みを進
めていきます。 2025年度(令和7年度)は策定された「基本構想」に基づき、「基本計画」の策定
を⾏い再整備に向けた具体化を進めます。

道の駅アリストぬまくまは1996年(平成8年)の開業以来、地域住⺠を中⼼に親しまれてきまし
た。再整備にあたっては、道の駅を取り巻く各種環境の変化を捉え、観光需要への対応はもとより、
南部地域全体の活性化を牽引する地域振興の拠点となる道の駅をめざしていきます。
【道の駅を取り巻く環境の変化】
2025年(令和7年)３月の「鞆未来トンネル」の開通など、道の駅を取り巻く環境が変化をして

います。これらの変化は、道の駅が新たな観光需要に対応し、地域内外からの来訪者を増やす
機会となるものです。

【再整備の方向性・めざす姿】
道の駅を取り巻く環境の変化を踏まえて、地域振興と観光振興の両輪で南部地域の持続的
な発展に貢献するため、地域の皆様と共に創り上げていきます。

【今後の検討事項】

・機能の決定
・施設配置
・施設規模
・官⺠連携のあり方・
手法の検討
・概算事業費
・事業スケジュール

道の駅による「地域活動」と地域への「観光周遊」の促進
(例 地域交流スペースの設置、観光案内所の設置、レンタ
サイクルの実施)

＋
「地域の資源」を活かした、地域文化と観光・体験の振興

f10069
テキストボックス

資料２



「道の駅」第３ステージ応援パッケージ 募集の概要

【概要】

○ 「道の駅」第３ステージとは、『「道の駅」単体からま
ちぐるみの戦略的な取組へ』を目指す姿として、「ま
ち」と「道の駅」が一体で戦略的に連携してコンセプト
の実現を成し遂げる取組です。『「道の駅」第３ステー
ジ応援パッケージ』では、こうしたまちぐるみの取組を
進めようとする「道の駅」を重点的に支援します。

【募集対象】

○ 第３ステージ施策の推進に資するリニューアル※に
取り組む「道の駅」を対象とします。

※ 第３ステージ実現のための機能・サービス等の向上に資す
る施設整備や改築等を目的とするものを対象とし、単なる施
設改修のみのものは対象外です。

【支援内容】 ※各現場の希望に応じて組合せ

○ 選定された「道の駅」に対しては、国道事務所
等が窓口となって、関係省庁や派遣アドバイ
ザーとの連携により、３箇年（令和７年度から令
和９年度を想定）の間、以下の支援をします。

－ 重点的な予算配分

－ 柔軟な制度活用のノウハウ提供

－ 行政・「道の駅」・地元による議論のコーディネート

－ まちと道の駅の共通コンセプト立案

－ 顧客データ分析

－ マーケティング手法による経営戦略の立案

－ 具体的取組への意見・提案

【要件】

○ 応募にあたり首長と駅長の連名で『「道の駅」第３
ステージ推進計画』を地方整備局等経由で提出する
こと。

○ 当該計画には、以下の内容を記載すること。

－ まちの目標・目指すべき姿、および、

その中における「道の駅」の役割

－ 想定する具体的な取組内容

－ 実現のための連携体制

別紙 1
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選定箇所一覧

るもい

（北海道留萌市）

むらやま

しもつま

もてぎ

南魚沼

あらい

筆柿の里・幸田

草津

きくすい

アリストぬまくま

（山形県村山市）

（茨城県下妻市）

（熊本県和水町）

（栃木県茂木町）

（新潟県南魚沼市）

（新潟県妙高市）

（愛知県幸田町）

（滋賀県草津市）

（広島県福山市）



①道の駅「アリストぬまくま」 ②広島県福山市

○本市は、福山駅周辺の再生から地域の魅力創出へ軸足を移し、南部エリア（鞆の浦、沼隈等）の観光振興を強化。南部エリアでは、今
年度末の鞆未来トンネル開通に併せて、南部地域の豊かな資源を陸と海でつなぐ「陸の道・海の道構想」の実現に向け、観光振興の取
組を本格化させる。

○道の駅「アリストぬまくま」は、「陸の道」を構成する重要な施設として、地域の魅力を発信し、南部エリアの観光や体験の全てがわかる
拠点となり、観光客を魅了し、地域経済の発展に貢献していくことを目指す。インバウンド観光客にも対応し、多言語対応の案内やサー
ビスを充実させることで、国内外から訪れる人々に地域の魅力を存分に伝え、満足度を高める。

○上記を達成するためには、産学官金一体となって連携し取り組むことが重要。令和6年7月に関係者からなる『道の駅アリストぬまくまあ
り方懇談会』を立ち上げ、魅力的な南部エリアの拠点となるようまちぐるみで取組を進めている。

「まち」の目標・目指すべき姿 「道の駅」の役割

上位計画等との関係
○ 本市は「福山みらい創造ビジョン」に基づき、2021年度から2025年度までの基本計

画を策定し、国内外からの観光客を魅了する都市を目指している。道の駅「アリス
トぬまくま」は、このビジョンの実現に向けた重要な拠点となる。

○ 2022年3月に策定された「福山市観光振興基本戦略」に基づき、観光資源の磨き上

げと新たな観光ルートの形成を進める。道の駅「アリストぬまくま」は、この戦略の
一環として、観光資源の発信と観光客の誘致を推進する拠点として機能する。

○鞆の浦を中心とした観光地と地元特産品を活用し、観光客の増加を通じて地域経済
の活性化を目指す。

○地域住民の生活の質向上と地域全体の魅力向上を図り、持続可能な観光地を目指す。
○地域の歴史や文化を尊重しつつ、未来志向の新しい観光資源を創出し、国内外から

の観光客を惹きつける魅力的なまちづくりを推進する。
○福山駅周辺の再生から地域の魅力創出へ軸足を移し、鞆・沼隈地域の観光振興を強

化。南部エリアでは、今年度末の鞆未来トンネル開通に併せて、南部地域の豊かな
資源を陸と海でつなぐ「陸の道・海の道構想」の実現に向け、観光振興の取組を本格
化させる。

設置年度種別路線設置者都道府県駅名

平成7年度一体型
県道

鞆松永線
福山市広島県

アリスト
ぬまくま

○「陸の道」を構成する重要な施設として、福山市中心部から鞆、阿伏兎観音、尾道を結
ぶ南部の周遊ルートの拠点として機能。

○南部エリアの観光や体験の全てがわかる拠点機能を担い、多言語対応の案内やサー
ビスを充実させ、国内外から訪れる人々に地域の魅力を存分に伝え、満足度を高める。

○地元の特産品や文化を提供する場として、地域経済の活性化に寄与。特産品の販売
や地元食材を使用した飲食店の運営を通じて、地域内外からの経済流入を促進する。

○観光客の滞在時間を延ばし、地域内の周遊を促進するための情報発信と体験プログラ
ムの提供を行う。体験型観光プログラムの開発により、観光客が地域を深く体験し、再
訪を促進する。



①道の駅「アリストぬまくま」 ②広島県福山市

具体的な取組内容

現況の課題
○南部地域の拠点として魅力を伝えるためには、国内外の観光客を受け入れる

体制や多言語対応が不足している。また、令和7年3月鞆未来トンネル開通予

定であり来訪者の増加が想定され、多様なニーズへの対応や手狭で利用しづ
らい施設の見直しが急務となっている。

○地元特産品として、新鮮な地魚や沼隈ぶどう等魅力的な商品が多く有るが、
販売スペースやプロモーションが不足しており、これらの改善が必要。

○南部地域へ訪れる観光客は、滞在時間が短く周遊性、リピート客も少ない、
南部地域の魅力発信機能の改善が必要であり、体験機能を拡充やサイクリス
トへの情報提供等改善を図る。

○多言語対応の案内やサービスの充実、大型バスの受け入れ体制を強化、トイ
レの改修、これらにより、観光客数の増加と地域経済の活性化が期待される。

○地元の特産品販売エリアや観光情報発信コーナーの拡充、休憩スペースの
充実、飲食店やカフェの新設。これにより、観光客の満足度が向上し、リピー
ターの増加が期待される。

○地元資源を活用した体験プログラム（料理教室、伝統工芸ワークショップなど）
の開発やサイクリストへの情報提供などにより、観光客の滞在時間を延ばし、
地域内の周遊を促進。

まちぐるみの連携体制

活用を想定している事業制度
○新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）
［内閣府］（令和7～10年度）

R11～R10R9R8R7取組項目

基本計画策定

企画立案

設計

工事

リニューアルオープン

○福山市（部局間が連携し、「道の駅」を支援）
観光振興部門 （地域資源の磨き上げ、イベント企画）
地域拠点形成部門 （地域拠点の整備）
交通部門 （交通アクセス改善）

〇施設運営者 「道の駅」の管理運営を担当し、施設の運営と観光情報の提供
関係者と連携し、道の駅を活性化

〇道路管理者 鞆未来トンネルの整備と道路の維持管理を担当。
〇地域の関係団体 観光協会、商工会、JA、地元企業、漁協、銀行、住民団体が協

力し、地域全体で観光振興と地域経済の活性化を推進。

銀行

多様な関係者が参画し連携

・地域経済支援

・資金調達 ・管理運営支援
・観光振興
・まちづくり支援

・周辺道路整備
・駐車場整備

観光協会
・観光ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ
・ｲﾍﾞﾝﾄ企画

商工会
・地元企業連携
・商業活動支援

JA
・農産物の提供
・地域資源活用

・地元産品提供
・観光資源活用

地元企業 漁協
・地魚の提供
・観光資源活用

運営管理・情報発信

道の駅「アリストぬまくま」 アリストぬまくまあり方懇談会

R6.7より関係者が
道の駅の今後を議論

各担当が連携



4.協議事項｜（1）今後の進め方について 資料４
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　道の駅アリストぬまくま再整備基本計画検討会議

　　産直部会　　　

　　観光・体験部会　　　

　　ぬまトーク

87
 2025  2026
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（　　）

基本計画
素案提出

業務工期

　★スケジュール（案）

　・検討会議の各回の目標（案）

：「道の駅アリストぬまくま再整備基本計画検討会議」

基本計画骨子（案）作成 基本計画素案の確認 基本計画案の確認機能・規模・配置の
決定課題認識を統一し、次回

以降の検討に円滑に臨め
るようにします。

第1回道の駅アリストぬまくま再整備基本計画検討会議（7 月）

　次第

　1. 開会
　2. 自己紹介
　3. 報告事項
　　（1）これまでの取組について（基本構想）　
　　（2）第 3 ステージ応援パッケージについて
　4. 協議事項
　　（1）今後の進め方について
　　（2）その他
　5.【講演】「道の駅」について
　6. 閉会

基本計画の素案を作成し、
要求水準、整備の方針、
スケジュールの大枠など
の方針を整理します。

最終的な意見を集約し、
基本計画案の作成に向か
います。加えて、今後の
進め方の整理をします。

ゾーニング計画を提示
し、機能配置や動線整理
についての意見を聴取し
ます。

現状分析と課題抽出 検討会に向けた最終
確認

機能要件の確認 ニーズ整理と整備
方針の検討既存施設の状況の整理、

ユーザーからのヒアリン
グ内容の共有など、現状
の整理を実施します。

機能要件の整理やニーズ
の整理をします。また、
整備方針の素案の確認を
いただきます。

前回の専門部会を踏襲し
たとりまとめの最終確認
を実施します。

ゾーニング計画の提示に
向けて、実際に利用する
方々も含め、3Dを用いて
使い勝手の検証を実施し
ます。

：専門部会【産直部会、観光・体験部会】、ぬまトーク

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5



道の駅アリストぬまくま再整備基本計画検討会議
①有識者 ②国・県・市 ③道の駅駅⻑ ④観光・体験部会 ⑤産直部会 ⑥ぬまトーク

福⼭市⻑

◆産直部会
委
託
業
者

（仮称）道の駅アリストぬまくま再整備基本計画

地域の拠点づくり

＜基本計画内容＞
①導入機能
②施設配置
③施設規模
④事業手法
⑤事業範囲
⑥概算事業費
⑦事業スケジュール

◆観光・体験部会

他地域

住⺠主体の地域の協議会ぬまトーク

（沼隈地域）



専門部会

区分 所属組織 役職名 名前

福山市立大学 都市経営学部 准教授 辻 紳一

有限会社アリストぬまくま 代表取締役 ⻄迫 豪志

（自由市場より） 道の駅部門 主任 岩森 一博

千年漁業協同組合 組合⻑ 占部 勝⺒

田島漁業協同組合 組合⻑ 兼田 敏信

横島漁業協同組合 組合⻑ 渡辺 洋次郎

ＪＡ福山市

沼隈内海商工会 会⻑ 藤原 勝彦

出荷組合（自由市場）

区分 所属組織 役職名 名前

福井工業大学 工学部 教授 下川 勇

株式会社インプリージョン 観光まちづくりプロデューサー 千葉 深香

福山市観光コンベンション協会 専務理事 上田 英夫

広島県東部観光推進協議会 会⻑ 秦 啓介

沼隈町観光協会 会⻑ 三谷 陽一郎

内海町観光協会 会⻑ 兼田 行登

福山まるごと体験推進協議会 事務局⻑ 渡辺 洋次郎

経済環境局 文化観光振興部 部⻑ 村上 美由紀

観光戦略課⻑ 住吉 俊樹

産直部会

観光・体験部会



道の駅アリストぬまくま再整備基本計画検討会議設置要綱 

（目的及び設置） 

第１条 道の駅アリストぬまくま（以下「道の駅」という。）の再整備基本計画策定に向け 

て、学識経験者等から幅広く意見を聴取することを目的として、道の駅アリストぬまくま

再整備基本計画検討会議（以下「会議」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 会議の委員は、次に掲げる事項について市長に意見を述べるものとする。 

（１）道の駅の基本計画に関する具体的な事項 

（２）その他道の駅の再整備に関して必要な事項 

（組織） 

第３条 会議は、委員１５人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者で構成する。 

（１） 道の駅に関する学識経験者 

（２） 行政機関の者 

（３） その他市長が必要と認めた者 

３ 会議は、第２条の所掌事項を達成するにあたり、必要に応じて専門部会を設置すること

ができる。 

４ 専門部会の構成及び運営に関する事項は、市長が別に定める。 

 （任期） 

第４条 委員の任期は所掌事項が終了するまでの期間とする。 

（会議） 

第５条 会議は、市長が招集する。 

２ 市長は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

３ 委員がやむを得ない事情により出席できない場合は、該当委員は、当該委員の所属団体

に所属する者から、代理人を選任し、出席させることができる。 

（事務局） 

第６条 会議の事務局は、経済環境局経済部農林水産課に置く。 

 （その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

この要綱は、２０２５年（令和７年）６月２６日から施行する。 



道の駅アリストぬまくま再整備基本計画検討会議産直部会運営要綱 

 

（目的及び設置） 

第１条 この要綱は、道の駅アリストぬまくま再整備基本計画検討会議（以下「検討会議」 

という。）設置要綱第３条第３項に基づき、産直部会の構成及び運営に関する事項を定め

る。 

（構成） 

第２条 産直部会は、市長が指名する者で構成する。 

２ 部会の委員は、検討会議の委員のほか、必要に応じて市長が指名する外部の専門家や関

係者を含むことができる。 

（所掌事項） 

第３条 産直部会は、道の駅内の物販について意見を述べるものとする。 

（運営） 

第４条 部会の会議は、市長が招集する。 

２ 部会の会議は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができ

る。 

３ 部会の会議の出席にあたっては、報償費は支給しない。 

 （報告） 

第５条 事務局は、その会議の内容を適宜検討会議に報告し、検討会議での意見聴取に供 

する。 

（事務局） 

第６条 部会の事務局は、経済環境局経済部農林水産課に置く。 

 （その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

この要綱は、２０２５年（令和７年）６月２６日から施行する。 



道の駅アリストぬまくま再整備基本計画検討会議観光・体験部会運営要綱 

 

（目的及び設置） 

第１条 この要綱は、道の駅アリストぬまくま再整備基本計画検討会議（以下「検討会議」 

という。）設置要綱第３条第３項に基づき、観光・体験部会の構成及び運営に関する事項

を定める。 

（構成） 

第２条 観光・体験部会は、市長が指名する者で構成する。 

２ 部会の委員は、検討会議の委員のほか、必要に応じて市長が指名する外部の専門家や関

係者を含むことができる。 

（所掌事項） 

第３条 観光・体験部会は、道の駅に関する具体的な観光振興施策および体験コンテンツに 

ついて意見を述べるものとする。 

（運営） 

第４条 部会の会議は、市長が招集する。 

２ 部会の会議は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができ

る。 

３ 部会の会議の出席にあたっては、報償費は支給しない。 

 （報告） 

第５条 事務局は、その会議の内容を適宜検討会議に報告し、検討会議での意見聴取に供 

する。 

（事務局） 

第６条 部会の事務局は、経済環境局経済部農林水産課に置く。 

 （その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

この要綱は、２０２５年（令和７年）６月２６日から施行する。 



ぬまトーク

区分 名前

地元部門 宮前 良平

河野 真治

佐藤 有香

井上 裕樹

藤田 恭輔

野草 吉弘

髙野 憲治

⻄迫 豪志

上田 政美

毛利 祐規

寺岡 尚文

髙野 ⻯⾏

平井 みどり

梶原 祐爾

渡辺 博愛

藤井 義弘

藤井 京子

福田 智子

河野 ⾏紀

細井 陽介

藤原 かほる

延近 久恵

濱田 博之

中央図書館（館⻑）

ツネイシホールディングス株式会社

社会医療法人社団 沼南会 ※沼隈病院

広島県立沼南高等学校（教頭）

広島県立沼隈特別⽀援学校（校⻑）

福⼭市立想⻘学園PTA（会⻑）

福⼭市立⼭南⼩学校PTA（会⻑）

沼隈図書館（館⻑）

社会福祉法人「ゼノ」少年牧場（理事）

 つねいし日和※2024車座トーク参加者

 沼隈町観光協会※2024車座トーク参加者

  有限会社あぶと観光汽船あぶと本館（店⻑）※2024車座トーク参加者

 沼隈内海商⼯会（⻘年部副部⻑）※2024車座トーク参加者

 有限会社アリストぬまくま（代表取締役社⻑）※2024車座トーク参加者

平家谷おばちゃんガイド（代表）

能登原まちづくり推進委員会（推薦）

能登原まちづくり推進委員会（推薦）

千年地区まちづくり推進委員会（推薦）

千年地区まちづくり推進委員会（推薦）

常石ともにまちづくり推進委員会（推薦）

ともにみらいソウゾウ室※2024車座トーク参加者

所属

福⼭市立大学
都市経営学部都市経営学科（准教授）

沼隈神楽団（団⻑）※2024車座トーク参加者



1

4.協議事項｜（2）その他｜敷地について（現状）
★敷地・施設概要
【敷地】
 駐車場（大型3台、小型68台）

3,245㎡
 多目的広場

3,000㎡
【施設】
 道の駅アリストぬまくま（駅舎）

S｜1F｜ 182.40㎡｜1996年
 福山市沼隈産地形成促進施設

（自由市場）
W｜2F｜234.90 ㎡ +92.75㎡｜1999年

 福山市沼隈新農産業体験実習館
（レストラン・ハーブ温室・ハーブ園）

S｜1F｜ 341.00㎡｜1996年
 その他（ステージ）

★敷地課題
図中紫字で記載

駐車場の数が
不足している。

対面道路からの
視認性が良好で
ない。

各施設は建設から
約30年が経過して
おり老朽化が進んで
いる。

★その他

 沼隈図書館が隣接

資料５

★検討事項

 敷地の面積が限られており、駐車場が不

足している。

 対面道路からの視認性が良好ではない。

 南部地域、周辺施設との連携。

 観光・体験に向けたコンテンツの充実。
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